
令和６年度 第１回西区自治協議会 会議録 

日 時 令和６年４月２６日(金) 15：00～ 会 場 西区役所健康センター棟 １階 大会議室 

出席者 委員 大谷会長、風間副会長、五十嵐副会長、久保田委員、伊藤(甲)委員、渡邊(恒)委

員、齋藤委員、岩沢委員、田中(米)委員、竹田委員、笹川委員、伊藤(正)委員、藤

橋委員、大島委員、青木委員、朝倉委員、山賀委員、古俣(和)委員、山岸委員、篠

田委員、長澤委員、原澤委員、古俣(慎)委員、高橋委員、西山委員 計２５名 

事務局 水野区長、内藤副区長、兼島地域課長、治田区民生活課長、吉岡健康福祉課長、浅

間保護課長、石附農政商工課長、丸田建設課長、野崎西出張所長、大竹黒埼出張所

長、内藤西区教育支援センター所長、高島坂井輪地区公民館長 他 

傍聴人 ０人 

 

 
【開会】 

(地域課・土田補佐) 

・出席予定委員数 30 名、会議成立の報告 

・会議内容公表の報告 

・資料内容確認 

・報道の許可確認 

 
【委嘱状交付および委員照会】 

 

(大谷会長) 

・該当者欠席のため延期の旨報告 

 
【事務局紹介】 

 

(水野区長・西区各所属長) 

・事務局交代のあいさつ 

 
【自治協からの報告】 

 

(大谷会長) 

続きまして自治協からの報告(1)委員の辞任に伴う後任委員の推薦であります。 

委員推薦会議 岩沢座長より報告をお願いいたします。 

 

(委員推薦会議座長・岩沢委員) 

はい、岩沢でございます。資料 1-1 ですね。見ていただけませんでしょうか？ 

 

 



推薦委員会というのは 10 名以内で構成されておりまして、 

任期は皆さんもご存知の通り 2 年であります。 

 

その中間でリタイアされる方がありますと、 

私の座長の専決で決めていただくというのが、システムになってますので、 

私の方から紹介させていただきたいと思います。 

 

お手元の資料がありますが、新潟国際情報大学の佐賀さんがですね、 

ご卒業をされるということで、後任といたしまして、 

河内天良さんという方が決まり 3 部会に所属します。 

 

今日は残念ながら欠席でありますので、日を改めて委嘱状を渡すことになっています。 

 

任期はですね、4 月 22 日から来年の 3 月 31 日であります。以上です。 

 

(大谷会長) 

はい、ありがとうございました。 

ただいまの報告についてご質問はございませんでしょうか？  

 

(質問なし) 

 

(大谷会長) 

質問はないようです。 

 

なお新しく就任された河内委員は、先ほど座長がおっしゃったように 

所用で欠席されておりますので、挨拶は省略させていただきます。 

 

続きまして自治協からの報告(2)部会の状況報告についてであります。 

概要を各部会長より簡潔に報告していただきたいと思います。 

 

それでは第 1 部会岩沢部会長お願いいたします。 

 

(第 1 部会部会長・岩沢委員) 

今年度初めての開催ですので、私どもの所管分野から申し上げます。 

第 1 部会の所管分野は、防犯、防災、自然環境、住環境等であります。 

 

4 月 4 日、第 1 回目の部会がありました。出席者は下記の通りであります。 

 

 



まず、初回ということで挨拶を兼ねて「風通しの良い部会にしよう」と 

わたしから皆様にお願いしました。 

 

2 番目といたしまして、昨年度の振り返りということで、私の方からかいつまんでお話しました。 

 

ご案内の通り、個人にはピリカ、それから事業者についてはパートナーということになっております。 

 

ピリカにつきましては 109 件ぐらいあったんですけれども、 

ご案内の通り、10 回以上が対象ということでありましたけど、残念ながら 6 人でありました。 

 

ちょっと物足りないなと感じました。 

 

パートナーにつきましてはですね、令和 4 年には 16 社そして昨年は 23 社ということで増えました。 

これは非常に効果があったかなと思います。 

 

加えて去年からお願いしておりました、コミ協まちづくり等々で、 

ここの地区は 15 あるわけですが残念ながら今 6 コミ協であります。 

 

したがって今年度はぜひ空白のところはですね、コミ協単位でもいいです。 

 

自治会単位でもよいですが、やっていただくようにお願いしたいと、 

そのために皆さん方から代表選出としておいでになっておりますので、 

ぜひぜひご協力を賜りたいと思っています。 

 

それから 3 番といたしまして、部会の年間スケジュールということで事務局から説明がありました。 

 

次に 4 番目にいたしまして、私どもの今年度の提案事業として、防犯事業ということに収めました。 

 

その結果、①に防犯講演会、②に防犯キャンペーンということにしました。 

 

①の特殊詐欺でございますが、ご案内の通り人口は西区は 2 番目に多いんですけれども、 

特殊詐欺が今は常にトップだということで何としてもですね、 

防止しようということで 11 月の 16 日にこれはご案内の通り定例でありますけれども、 

自治会長表彰にあわせ、皆さんご存知の三流亭楽々さんを呼んでですね、 

特殊詐欺について講演いただこうと、こういうふうに考えております。 

 

二つ目は、自転車盗難も多くございまして、 

学校の関係もあろうかと思うんですけれども、8 割方鍵をかけないでいることが多いようです。 

 



これを徹底的に訴えていこうと思います。 

 

従って当然ながら駅を中心に呼びかける事になると思いますので、小針駅については新潟工業、 

新潟大学前には日本文理、それから内野西が丘につきましては新潟西高校、この辺をですね、 

中心に、高校生の生徒会と手を結んでですね、強化したいというふうに考えています。 

 

裏面を見ていただきますが、次回は 5 月 9 日に第 1 部会をする予定であります。 

 

皆さん方にお願いするのもいいんですけど私ども第 1 部会として、 

特殊詐欺、自転車盗難についての状況を把握しなきゃいけないということで 

西警の方おいでいただいてですね、20 分ぐらいお話しいただいた後 20 分ぐらい質問してですね、 

約 40 分間の勉強会を予定しております。 

 

5 番目といたしまして、環境美化については、永久の課題だろうということで、 

サブテーマでありますが、これを続けたいというふうに考えております。 

 

昨年は感謝状を出しました。みんな喜んでおったように考えられます。 

 

したがって、今回はですね、期間を決めないで、 

引き続きやっていただくということにしたいと思っています。 

 

それから最後になりますが、ポイ捨て防止看板ということであります。 

 

これは我々自治協だけでもいいんですけれども、インパクトを上げるために、 

西警の名前を看板に書いてはどうかと思っていたんですが、 

西警さんから区役所の名前も併記しなきゃ困るこういうふうなお話がありました。 

 

この辺はちょっと議論する余地でありますけれども、いずれにしましても、 

西警と区役所さんのご協力を賜りたい、こういうふうに考えてます。以上です。 

 

(大谷会長) 

はい、ありがとうございました。続きまして第 2 部会山岸部会長お願いいたします。 

 

(第２部会部会長・山岸委員) 

はい、2 部会です。所管分野は保健福祉文化スポーツ教育等となっております。 

 

第 1 回の会議を 4 月 9 日火曜日ここの健康センター棟の 1 階で行いました。 

出席者につきましては記載の通りです。 

 



内容につきまして、私達はその前に挨拶運動ということを 

今年は周知徹底しようということになっております。 

 

平成 30 年の雪をきっかけに支え合いが非常に大切ではないか。 

 

その支え合いを浸透させるためには、きっかけ作りとして挨拶運動が適切じゃないかというところで 

アンケートやワークショップの結果をもとに基づいて決まったことです。 

 

今年度は昨年度に続きまして挨拶運動をさらに 

周知していきたいよねっていうところでまとまっております。 

 

今年度は協力の依頼文書を作りまして、西区の学校長会とかコミュニティの会長会議で 

配布しましょうというふうになっております。 

 

4 月 16 日にこちらの方は私と副部会長と地域課の皆様と一緒に伺いまして、 

説明とご協力をお願いしたところです。 

 

それからですね、それだけではなくて、コミ協や西区内の学校などを 

挨拶運動に巻き込む以外として 2 部会でも 5 月 6 月 7 月 9 月 10 月 11 月に、 

昨年同様に越後線の駅で朝、挨拶運動を行おうということになりました。 

 

5 のつく日はご挨拶というような、のぼり旗・チラシなどが用意されております。 

コミ協の皆様にも参加いただける方にはそういったものをお渡ししますというところで 

周知徹底させていただいておりますので、皆様方も参加できる方はお願いしたいと思います。 

詳しい日程とか場所が決まったらまた詳細ご連絡いたします。 

 

それから地域振興の実績を求める点を切り口として、周辺事業者 

イオン・アピタ・アルビなどにも積極的にアプローチをしていこうということになりました。 

 

区内のここ西区役所ものぼり旗とかポスターを出していただいておりますが、 

そういったところにも活動を周知していただきたいなと思って 

ご協力をこれからもたくさん仰いでいきたいというところでいます。 

次回は 5 月 9 日火曜日午後 1 時 15 分から行う予定です。以上です。 

 

(大谷会長) 

はいありがとうございました。続いて第 3 部会山賀部会長お願いいたします。 

 

(第３部会部会長・山賀委員) 

はい、山賀です。 



第 3 部会の報告します。所管分野は産業と区の魅力発信・交通等です。 

会議は 4 月 5 日金曜日に行いました出席者等記載の通りです。 

 

まず最初に昨年度の振り返りということで、 

西区８景フォトコンテストについての振り返りだったんですけど、 

ほぼそれまでに各回で振り返りをしてきたので確認程度でした。 

 

次に部会年間スケジュールについて、事務局からご説明いただきまして、 

第 3 部会の事業は今年、今年度は夏頃までに実施内容を検討して、 

夏以降に実際の活動をやろうということになりました。 

 

今年度の自治協提案事業の区の魅力発掘事業なんですけれども、 

もっと西区八景の多様な魅力を知ってもらおうということで、 

ここに記載している括弧書きの三つの事業を候補として挙げて、 

予算と照らし合わせた上で検討して実施確定するということにしました。 

 

一つ目が魅力発信フォトコンテストの西区八景とその他、 

西区の良さを知ってもらうためのフォトコンテストをもう一度やろう、 

続けてやろうということで今度は年間を通して募集してはどうかという意見がありました。 

 

詳細は今後検討です。 

 

二つ目が西区八景バスツアーこれやっぱり西区八景の現地に訪れてもらうのが大事だ 

ということでバスを使って移動して、撮影会を実施するという企画です。 

 

西区八景だけじゃなくてその周辺の飲食店とか酒蔵とか食品製造会社とか他のお店などを 

お店や魅力なども合わせて訪れることでいろいろな魅力を知ってもらえるんじゃないか 

というような意見が出てました。 

 

また 8 景全部回るのは大変なので佐潟とか海沿いとか赤塚エリアっていうふうに、 

どこか絞ってやったらどうかという意見がありました。 

 

これについては実施することにしましたが、費用等がどのくらいかかるかというのがあるので 

それを確認した上で、詳細今後検討する予定です。 

 

裏面に行きまして三つ目が交通に関する勉強会です。 

交通についてもちょっと取り上げたいというご意見があって、これもちょっとやる方向です。 

検討しています。 

 



交通問題と言ったときに、 

外から人が来たときの観光客など外から人が来たときの移動の手段ですとか、 

それとあの住んでいる人たちが、あの日常的に日常的に住んでる人々の日常的な移動に関しての問題が

あるということで二つに分けて考えた方がいいだろうという意見がありました。 

 

観光の方についてはですね、今西区から西蒲区にかけて酒蔵とかワイナリーが複数ある 

あの道筋が醸造街道というふうな形でルートの設定ができるんじゃないか 

というような意見が出てました。 

 

それからちょっとこの後の議題にもあるあの交通に関することなんですけれども、 

西区の生活交通についてはなかなか実際の問題点が見えにくいというような意見があって、 

その問題点をきちんと把握するために、支え合いの仕組み作り推進員など 

特に高齢者などの実態にお詳しい方、地域の交通事情に詳しい方から話を聞いてみてはどうか 

というご意見がありまして、支え合いの仕組み作り推進員さんから、 

お話を伺う機会を設けるというふうなことになりました。 

 

次回は 5 月 13 日月曜日に開催します。以上です。 

 

(大谷会長) 

はいありがとうございました。続きまして広報紙特別部会 

長澤部会長お願いいたします。 

 

(広報紙特別部会部会長・長澤委員) 

はい。広報紙特別部会第 1 回会議を、4 月 10 日対策室にて行いました出欠は表記の通りです。 

 

主な議事については、3 月に発行いたしました 44 号でクロスワードパズル、 

こちらに応募いただいた方にですね、アンケートをお願いしておりました。 

 

そのアンケートの結果について事務局より説明がありました。 

 

各部会のですねいろいろな活動等についても、 

読者からご意見が出ておりますので事務局とさらに相談の上、問題なければですね、 

連休明けの各部会にそれぞれ間に合うように委員の皆様にお手元に配布できればと 

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

アンケートの内容についてはですね、表記の通り西区の 8 景についての話題 

また 1 月 1 日に発生いたしました地震に対して、 

その防災に対するいろいろなご意見等ですね、出ておりました。 

 



またこちらの方、今ほどお話した通り、お手元に資料として届くようにいたします。 

 

続きまして令和 6 年度 広報紙の作成スケジュールについて事務局より説明があり、 

また各委員のそれぞれの意見をお聞きいたしました。 

 

令和 6 年予定については次号 44 号の発行が 9 月 1 日 

続いて 46 号の発行が 12 月 15 日  

今年度最後になります 47 号が 3 月 16 日発行の予定になっておりますので、 

各部会の皆様の活動状況をいろいろお伺いする中で紙面の構成に努めていきたいと思います。 

 

続きまして 7 月 21 日発行予定の区だより紙面の中で、 

自治協の活動を紹介する紙面がございます。 

 

その内容について、各委員の皆さんの意見を伺いました。 

やはり自治協とは何かということをもっとわかりやすく紹介した方がよろしいのではないか。 

 

毎回毎回あのこの課題については取り組んでおりましてイラストを交えたり 

いろいろ試行錯誤しながらですねわかりやすい紹介ということで務めておりますが、 

委員を構成する構成の団体や自治協の全体像を、 

読者の皆さんに少しでもご理解いただけるような内容を今回検討しております。 

 

自治協に携わる人はどんな立場で何を目的に活動しているのかというところもですね、 

内容を盛り込んでご紹介できたらと考えております。 

 

あと今後の先ほどお話しましたが次回が 45 号の発行になるわけですが各部会の 

進捗状況の把握をしながら、全体の作成に努めていきたいと思います。 

 

次回開催予定が 5 月 13 日 3 時より区役所 対策室にて予定をしております。以上です。 

 

(大谷会長) 

はいありがとうございました。 

続きましてアートフェスティバル特別部会、高橋部会長お願いいたします。 

 

(アートフェスティバル特別部会部会長・高橋委員) 

はい。アートフェスティバル高橋ですよろしくお願いいたします。 

令和 6 年度第 1 回の会議を 4 月 11 日このような形で行いました。 

 

内容につきまして令和 6 年度西区アートフェスティバル令和 6 年 11 月 2 日と 3 日、 

黒埼市民会館に予定しております、このアートフェスティバルについての話し合いを行いました。 



今までの部会の中で、あの元旦元日から地震がありましたので、 

あの西区の被害が大きかった西区の皆さんを元気づけたいというところで踊りですとか、 

そういった動きというところに注目をしまして、 

そういう団体さんを集めたら参加していただいたらどうだろうということで話を進めております。 

 

出演団体におきまして委員の皆さんで公民館ですとか、コミュニティハウスで活動されている 

サークルさんをみんなで資料持ち合いましていろいろ検討を行いました。 

 

そうですね学校や地域や学校で活動している踊りの団体を 

リストアップした資料を参考に話し合いを進めました。 

 

こども、小中学生、高校生、大学生、大人と幅広い世代で様々なジャンルの団体に 

出演をしてみたらどうかという意見もございました。 

 

そして踊りだけではなく、元気づけたいっていうところのオープニングに 

太鼓の団体をお願いするといいんじゃないかっていうふうな意見も出されました。 

 

それを踏まえまして、各委員の中でここの団体にちょっと検討してみようですとか 

どういう活動をしているのかちょっとリサーチをしてみようということで分担を行っております。 

 

黒埼地区、坂井輪地区につきましては、 

次回までに更なる出演団体のリストアップ検討が必要かと思われます。 

 

黒埼に関しましては、藤橋副部会長にお願いをしておりますし、坂井輪地区におきましては 

坂井輪地区公民館へお願いをして、次回団体様の資料をいただくことになっております。 

 

万代太鼓青山翔龍会さん、新潟総おどりさんに関しては、 

今までのアートフェスティバルにも参加いただいていることもありまして、 

もう日にちと場所が決まっている。 

 

祝日のこのいい日などで、他のイベントが入る前に、 

まずはちょっと検討していただきたいということで、ここの団体様につきましては、 

もう出演依頼ということで一言かけさせていただいております。 

 

次回の会議開催日程につきましては、5 月の 16 日に行います。 

内容としては、出演団体の検討を引き続きやることと、および出演依頼について詰めてまいります。 

はい、以上です。 

 

 



(大谷会長) 

はいありがとうございました最後に部会の状況報告全体を通して 

質問がございましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか？ 

 

(質問なし) 

 

質問はないようです。 

 

続きまして自治協からの報告、(3)西区公共交通検討会議についてであります。 

山賀委員より報告をお願いいたします。 

 

(山賀委員) 

はい私公共交通検討会議議長とかではないんですが、 

第 3 部、部会が所管が交通なので、部会長の私から説明させていただきます。 

 

毎回対面で行っているんですけれども、昨年度は、 

3 月末に書面開催という形で委員の方々からご意見を出していただくという形式になりました。 

 

この交通検討会議のメンバーは、記載の通りです。 

 

主な内容としましてはですね、 

今ある西区生活交通改善プランの計画期間の延長についてです。 

 

今ある生活交通改善プランの計画期間というのは 

この 3 月で終わりということで新しいプランの策定が必要になってました。 

 

ただ今のプランの計画期間をですね、1 年間今年度末ですね、令和 7 年 3 月まで延長して 

今年度に新しいプランを策定するというような報告が事務局の方からありました。 

 

その延長となった理由なんですけれども、 

要はこの西区のプラン自体がですね新潟市全体のプランに基づいて 

策定をしなくちゃいけないということなんですけれども、 

その新潟市全体の計画が新潟交通などとの連携協定に関しての協議があって、 

その協議の内容をその市全体の計画に反映させなきゃいけない位置付けなきゃいけない 

っていうこともあり、それに時間がかかっているというところでした。 

 

従いまして遅れの部分を考慮して新しい計画を作るっていうところに関しては、 

もう少し時間をかける必要があるということで 1 年間延長ということになりました。 

この内容が説明があったということです。 



二つ目は西区生活交通改善プランのその期間延長についてとですね、 

プランの進捗状況についての意見交換ということでそれらの資料が郵送で送られてきまして、 

委員の皆さんから意見が提出されたということです。その内容が裏面になります。 

 

ちょっと説明いたします。 

今回送っていただいた計画書ですとか、資料の内容につきまして、 

実際そこをこのプランに掲載されている取り組みがですね、 

実際の課題解決に繋がっているのかとか、 

それから課題を把握しているというところがあったんですが、 

そういったあの時、実際の課題とかニーズがですね 

なかなかその今回の報告で読み取れなかったという意見がありました。 

 

またこの交通手段移動に関する課題の解決の取り組みっていうのは、 

ここ数年で多様になってるので、今西区結構区バスが中心なってますが、 

それ以外の解決手法も考えられるんじゃないかというようなご意見がありました。 

 

それからこれ 2 番目は本当に地元にお住まいの方のご意見だと思うんですけれども、 

やはり日常の中で買い物で大変な思いをされている高齢者がみられるということで、 

なかなかやっぱりその実態をですね、生活支援コーディネーターさんなどから聞くなどして、 

そのニーズを探ってほしいというご意見がありました。 

 

それから、区バスについてやっぱり地域の住民の意見を聞いて改善に対して 

反映させてほしいというご意見ですとか、 

それから交通弱者の方へのサポート支援をもう少しお願いしたいということとか 

それからタクシーの事情も今いろいろな背景があってなかなか利用できない 

というのもありますので、そういった部分の支援もというようなご意見かと思います。 

 

また観光面でも意見が出てまして、やはり何かそのなかなか交通が不便、 

観光として動くにも不便なのでどうにかならないかな、というご意見かというふうに思います。 

 

それから国勢調査のデータですとか、それからデジタル関係のデータですね、 

ビッグデータとかあったりしますけれども、そういったある今あるデータからですね、 

やっぱりニーズ調査ですね、需要調査などを行って検討を進めてほしい、 

現実的かつ効率的な交通、地域交通を検討していくべきというご意見でした。 

 

またプランの計画期間の延長についてはやむを得ないというようなご意見もありました。 

 

 

 



はい。こういった意見を取り入れて今年度も続けていかれるというふうに思っております。 

次年度と書いてあり、もう今年度になりましたが今年度も本会議を開催して 

プランの進捗状況の確認と実施主体等の取り組みを共有していくということが確認されております。 

 

以上です。 

 

(大谷会長) 

はいありがとうございました、大変詳細にわたって報告をいただきました。 

ただいまの報告について質問はございませんでしょうか？ 

 

(質問なし) 

 
【各所管課からの報告】 

(大谷会長) 

はい。ないようですので続きまして、各所管課からの報告(1)西区の主な取り組みについてであります。 

内藤副区長より報告をお願いいたします。 

 

(内藤副区長) 

はい、ありがとうございます。それでは資料の 3 差し替え分の A4 横のカラー資料をご覧ください。 

 

令和 6 年度西区の主な取り組みについてです。 

資料にはございませんけれども、全体のお話をさせていただきますと 

新潟市の令和 6 年度一般会計予算は報道などでご案内の通りですね。 

能登半島地震への対応を最優先といたしまして当初予算の規模は 

過去最大の 4185 億円となっております。 

 

当初予算ではですね、三つの力点を置いておりまして、 

一つが安心安全、二つ目が活力・交流、三つ目が子育て・教育を掲げております。 

 

これからご説明する区の予算はですね、活力と魅力あふれる区づくりを推進することで 

この三つの柱を下支えし、選ばれる都市新潟市の実現に資するものでございます。 

 

それでは、資料の 3 をご覧ください。 

西区予算は資料の左側上部分ですね、区長提案事業、その下、地域施設整備事業 

資料右側、区づくり事業の三つで構成をしております。 

 

事業名にはですねそれぞれ色つきの番号が振っておりますけれども、 

資料の右上の四角囲みに記載の通りですね。 

 



緑色は区長提案事業施設、地域施設整備。 

赤は特色ある区づくり。青は防災福祉・健康となっております。 

 

各事業名の脇にはですね、それぞれ担当課の名前を記載しておりますので、 

お問い合わせの際にご活用いただければと思います。 

 

事業ごとの予算額は合計も記載の通りでございます。 

 

それではですね、赤色のですね新規事業と記載のあるものについてご説明させていただきます。 

 

まず左上ですけれども、区長提案事業、緑色の①佐潟活用プロジェクトです。 

 

ソフト事業といたしまして西区が誇る佐潟や砂丘などの自然環境や 

農産物などの地域資源を活用したまちづくり、人づくりに取り組む他、 

佐潟の自然環境保全と啓発普及啓発を進めます。 

 

また、ハード事業として標柱やトイレの洋式化、 

木柵修繕など施設の更新改良を令和 10 年度まで順次整備を進めてまいります。 

 

続きまして②新川遊歩道整備事業についてです。 

新川と西川の立体交差をビューポイントとする遊歩道を整備いたします。 

安全に歩行いただけるよう、令和 8 年 4 月の供用開始に向けて整備を進めます。 

 

次に資料の右側は、区づくり事業などを区ビジョンの構成で整理したものでございます。 

黄色枠のローマ数字の 2、安心安全で快適に暮らせるまちのうち、 

青色の⑥8 区防災アクション 2024 事業は今般の震災を踏まえまして 

地域から関心が高まっている津波ハザードマップを広く配布いたしまして、 

地域の被害想定や避難の必要性、避難所の位置などを情報発信いたします。 

 

その下、赤い②住民バス利用促進事業は利用者が減少している住民バス 

コミュニティ佐潟バスの利用促進するため、 

試乗体験を通じましてバスの利便性を感じてもらう機会を設ける他、 

コミュニティ佐潟エリアの住民の方を対象とした移動需要調査を行いまして、 

中長期的な移動手段の検討を行います。 

 

最後に緑枠のローマ数字の 3、豊かな自然と食を楽しめるまち赤い丸 4、 

なぎさのふれあい広場改修事業では、ゆうやけこばりを含む、なぎさのふれあい広場の 

更なる利活用を図るため施設整備を行うものです。私からの説明は以上です。 

 



(大谷会長) 

はいありがとうございました。 

ただいまの報告について、ご質問を受けたいと思いますがいかがでしょうか？ 

 

(質問なし) 

 

質問はないようです。 

 
【その他】 

 

(大谷会長) 

続きましてその他に入りますが、委員の皆様からのお知らせで 

五十嵐副会長から申し出を受けておりますんで、五十嵐副会長にお願いします。 

 

(五十嵐副会長) 

はい。 

先ほど、地域課の方から配布していただきましたこちらの A4 の紙になります。 

 

私どもは今後の震災で私がやっております、子育ち応援サポートセンターうんまんまは、 

全壊をいたしまして移転を余儀なくすることになりました。 

 

4 月 12 日に何とか皆さんのご協力を得まして再オープンをさせていただきました。 

場所は上の新大の清水フードの駐車場のすぐのところで 

降りていただくとすぐに看板が三つ並んでおります。 

 

今回皆さんにご案内したのは実はもうイベント 2 回目なんですけれども、 

私達の震災をまた新たにということで、頑張ってねっていう気持ちで 

皆さんにご招待の人形劇を私どもね小さいこどもが相手ですので、 

人形劇を東京からの劇団が手弁当でやってきてくださっております。 

 

今日は新通りこども園にやっているんですけれども、 

私達明日はどなたでも参加できるご招待を地域の皆様に発信しております。 

 

皆様どうぞお時間がございましたらまだお席に余裕がありますので、ぜひ皆さん、 

お孫さんとでもそれからお子さんにでもちょっとご案内いただいて 

このチラシを持ってきていただければ入れますので、ぜひ皆さんおいでいただきたいなと思います。 

 

 

 



本当に皆さんのおかげをもちまして、無事再開できました。 

 

ただ、私ども震災の中でいろんな助成されているわけではありませんので、 

大変な費用もかかりましたけれども、今後かかったお金はクラウドファンディングを 

立ち上げて皆様から少しずつどうかご協力いただけたらなということで、 

私達この 3 団体立ち上げる予定にしております。 

 

その際にはまたぜひともご協力いただけたらなと思っております。 

皆さんどうもありがとうございました。 

 

(大谷会長) 

同じくあらかじめ申し出を受けております山賀委員お願いいたします。 

 

(山賀委員) 

委員の顔ぶれが変わったということで、お互いを知り合うために委員さん同士で、 

意見交換するワークショップを昨年やったんですが、ぜひ今年もですね、やりたいなと思っています。 

 

来月は市長との懇談会もあるので、6 月の自治協のときに、そういった皆さん同士で 

委員さん同士で意見交換するワークショップを行おうと思っています。 

先日の運営会議でもお話して了承いただきましたので、ぜひともやらせていただきたいと思います。 

 

一応話す内容は皆さんそれぞれの活動が今どんなことをやってらっしゃるのかとか、 

それから地震もあったりしたので地域の状況とかどうなってるかっていったことなどを 

話し合って共有していきたいなと思ってますので 6 月の自治協は、 

ぜひ大勢参加していただけるといいなと思ってます。よろしくお願いします。 

 

(大谷会長) 

はいありがとうございました。他の委員の皆さんから何かお知らせがございませんでしょうか？ 

ないようですのでそれでは最後に事務局からの連絡がありましょうか？はい。 

 
【事務局からの連絡】 

 

(地域課・土田補佐) 

・次回会議案内 

「令和 6 年 5 月 31 日(金) 午後 1 時 30 分～ 西区役所健康センター棟１階大会議室にて」 

・５月１０日(金) 自治協全体委員研修についての案内 

 

(大谷会長) 

・閉会宣言 [会議終了] 


